
 
 
 
 

地方創生伴走支援制度による取組を開始します 
 

国は、地方創生2.0の推進に向け、国家公務員がその経験を活かして、自らの仕事を行い

つつ地方創生に携わり、課題を抱える中小規模の自治体に寄り添った伴走支援を実施する、

「地方創生伴走支援制度」に取り組んでいます。 

当市ではこの制度の活用希望を申請したところ、対象自治体（全国60市町村）に選定さ

れ、内閣官房、国土交通省、文部科学省から３名の支援官による支援をいただくこととな

りました。 

今後、支援チームとともに、市の産業振興の施策確立のため取り組んでまいります。 

 
１ 地方創生伴走支援制度の概要 

・各府省庁の本省職員が、これまでの職務経験等を活かして副業的に地方創生に携わ

り、課題を抱える中小規模の自治体に寄り添った「伴走支援」を実施 

・自治体の問題意識を踏まえ、内閣官房(府)において、各府省庁の公募職員（若手～ 

シニア）をマッチングし、「伴走支援チーム」を編成 

・「定期的なオンライン会議＋現地へ足を運ぶ」ことにより「顔が見え、熱が伝わる」

実効性ある支援を展開 

  

２ 支援チーム（支援官） 

国土交通省 大臣官房参事官 石川 亨 氏 

内閣官房内閣人事局 内閣参事官 白水 伸英 氏 

文部科学省 文教施設企画・防災部計画課専門官 古田 匠 氏 

  

３ 取組に係る今後の予定 

  令和７年５月16日（金）午後４時 地方創生伴走支援キックオフミーティング ※ 

   場所：大船渡市役所 地階大会議室【大船渡市側】 

      東京会場（国土交通省）【支援チーム側】 

 

 

 

 

  令和７年５月29日（木）午後２時 支援チームによる当市訪問（市長等との懇談）※ 

   場所：大船渡市役所 応接室 

  ※ 5/16キックオフミーティング、5/29支援チームと市長等との懇談については、いずれも冒

頭の両者あいさつ部分について公開します。 

  令和７年５月30日（金）午前10時 支援チームによる企業視察 

   場所：三陸町越喜来字沖田地内 

  令和７年６月以降（随時実施）  定期ミーティング 

   支援チームと市担当課とが定期的なミーティング（オンライン・訪問）を実施し、

助言をいただきながら取組を進めます。 
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ＤＸ推進係（内線 210） 

【東京会場の取材を希望する場合の連絡先】 

国土交通省 大臣官房参事官 石川支援官 

電話：03-5253-8314 メール：ishikawa-t2pg@mlit.go.jp 

オンラインで実施します 


